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33)  細川 歩．胃癌．日本臨床腫瘍学会第 26 回教育セミナーB セッション；2015 Aug 1；横浜． 
34)  島田清太郎，峯村正実，河合健吾，高嶋祐介，田尻和人，高原照美，安村 敏，河合暦美，山本善裕，杉山敏郎．
BCG 膀胱内注入療法を契機に肝障害を発症した一例．第 227 回日本内科学会北陸地方会；2015 Sep 6；金沢. 
35)  高原照美，李 少偉，河合健吾，杉山敏郎，塚田一博．水素水は NASH 肝障害を軽減する．第 47 回日本臨床分子
形態学会総会；2015 Sep 18-19；長崎． 
36)  田尻和人，河合健吾，峯村正実，安村 敏，高原照美，杉山敏郎．慢性肝疾患における Elastography の意義．JDDW 
2015 TOKYO（第 23 回日本消化器関連学会週間）；2015 Oct 8-10；東京． 
37)  植田 亮，細川 歩，吉田啓紀，安藤孝将，梶浦新也，小川加奈子，時光善温，品川和子，圓谷朗雄，岡田和彦，
杉山敏郎．大腸癌化学療法における UGT1A1 遺伝子多型の検討．JDDW 2015 TOKYO（第 23 回日本消化器関連学会
週間）；2015 Oct 8-10；東京． 
38)  宮園卓宜，在田幸太郎，和田暁法，村上 純，杉山敏郎．4 cases with primary testicular lymphoma（PTL）．第 77 回日
本血液学会学術集会；2015 Oct 16-18；金沢． 
39)  北野香織，在田幸太郎，二日市有花，和田暁法，宮園卓宜，村上 純，道具伸浩，温井孝昌，杉山敏郎．Cerebral infarction 
in chronic myeloid leukemia patients treated with nilotinib．第 77 回日本血液学会学術集会；2015 Oct 16-18；金沢． 
40)  松本かおる，在田幸太郎，高嶋祐介，和田暁法，宮園卓宜，村上 純，杉山敏郎．Aeromonas hydrophila bacteremia in 
a patient with myelodysplastic syndrome．第 77 回日本血液学会学術集会；2015 Oct 16-18；金沢． 
41)  安藤孝将，細川 歩，高木宏明，高取俊介，吉田啓紀，植田 亮，南條宗八，三原 弘，藤浪 斗，梶浦新也，小
川浩平，杉山敏郎．進行再発胃がんに対する化学療法誘発性下痢症の発症経緯及びカプセル内視鏡所見の検討．第
53 回日本癌治療学会学術集会；2015 Oct 29-31；京都． 
42)  高取俊介，細川 歩，安藤孝将，吉田啓紀，南條宗八，三原 弘，藤浪 斗，梶浦新也，三浦慶昭，杉山敏郎．腹
膜播種を有する大腸癌に対する化学療法の治療成績．第 53 回日本癌治療学会学術集会；2015 Oct 29-31；京都． 
43)  西野貴晶，安藤孝将，細川 歩，高取俊介，中田直克，吉田啓紀，植田 亮，南條宗八，三原 弘，藤浪 斗，梶
浦新也，小川浩平，杉山敏郎．進行・再発大腸粘液癌に対する FOLFOX 及び FOLFIRI 療法の検討．第 53 回日本癌
治療学会学術集会；2015 Oct 29-31；京都． 
44)  Li SW, Takahara T, Fujino M, Tsukada K, Liu C, Li XK. Effects of astaxanthin pretreatment on ischemia-reperfusion injury in 
fatty liver model of mice. 第 29 回肝類洞壁細胞研究会；2015 Oct 31-Nov 1；秋田． 
45)  長田巧平，田尻和人，河合健吾，宮園卓宜，峯村正実，安村 敏，高原照美，三輪重治，杉山敏郎．黄疸が遷延し
た薬物性肝障害の 1 例．日本消化器病学会北陸支部第 121 回例会；2015 Nov 8；金沢． 
46)  渕野真代，髙木宏明，三原 弘，安藤孝将，南條宗八，三浦慶昭，細川 歩，澤崎拓郎，北條荘三，塚田一博，石
井陽子，杉山敏郎．腹壁膿瘍の合併を契機に下行結腸癌が発見された小腸大腸型クローン病の一例．日本消化器病
学会・北陸支部 121 回支部例会；2015 Nov 8；金沢． 
47)  峯村正実，田尻和人，河合健吾，島田清太郎，高木宏明，安村 敏，高原照美，杉山敏郎．B 型慢性肝炎に対する
Peg-IFNα2a 投与症例の検討．第 41 回日本肝臓学会西部会；2015 Dec 3-4；名古屋． 
48)  田尻和人，河合健吾，峯村正実，安村 敏，高原照美，杉山敏郎．Elastography を用いた肝線維化評価の有用性の検
討．第 41 回日本肝臓学会西部会；2015 Dec 3-4；名古屋． 
49)  河合健吾，田尻和人，高原照美．当院及び関連施設における急性肝炎症例の検討．「ワークショップ」急性肝炎の現
状と問題点．第 41 回日本肝臓学会西部会；2015 Dec 3-4；名古屋． 
50)  島田清太郎，峯村正実，河合健吾，田尻和人，高木宏明，高原照美，安村 敏，朴木博幸，渋谷和人，松井恒志，塚
田一博，杉山敏郎．原発性胆汁性肝硬変に特発性血小板減少性紫斑病と限局性皮膚硬化型強皮症を合併した 1 例．
第 41 回日本肝臓学会西部会；2015 Dec 3-4；名古屋． 




会北信越地区セミナー；2015 Dec 12；富山． 
 
◆ その他 
1)  杉山敏郎．ピロリ菌と胃がん：国民総除菌時代の意義と課題．富山赤十字病院地域医療連携会 50 周年記念講演；2015 
Jan 16；富山． 
2)  杉山敏郎．発症リスクを考慮した胃がん検診．第 43 回総合健診学会大会セミナー；2015 Feb 20；富山． 
3)  杉山敏郎．上手なピロリ菌の除菌法．上越市医師会講演；2015 Mar 23；上越． 
4)  杉山敏郎．上手なピロリ菌除菌法－国民総除菌時代の課題－．魚津市医師会特別講演；2015 Jun 12；魚津． 
5)  杉山敏郎．ピロリ菌の ABC．富山県薬剤師会特別講演；2015 Jun 18；富山． 
6)  杉山敏郎．上手な除菌法．釧路市医師会特別講演；2015 Jun 19；釧路． 
7)  杉山敏郎．腸内細菌と消化器疾患．富山県内科医会特別講演；2015 Jul 16；富山． 
8)  杉山敏郎．上手な除菌法．高岡市医師会特別講演；2015 Jul 23；高岡． 
9)  杉山敏郎．腸内細菌と消化器疾患．函館市医師会特別講演；2015 Jul 31；函館． 
10)  杉山敏郎．酸関連疾患の長期管理におけるリスクとベネフィット．Acid Related Diseases Summit 2015；2015 Aug 29；
東京． 
11)  杉山敏郎．GIST 予後延長のための治療戦略．Gnet 金沢の会；2015 Oct 31；金沢． 
12)  杉山敏郎．GIST 予後延長の治療とマネージメント．広島 GIST 患者会；2015 Nov 1；広島． 
13)  高原照美．変化する肝臓がんの実態．肝がん撲滅フォーラム；2015 Jul 4；富山． 
14)  高原照美．ウイルス性肝炎の最新治療と院内リスクマネージメントについて．第 16 回富山県がん化学療法・緩和ケ
ア研修；2015 Nov 7；富山． 
15)  峯村正実．肝疾患の血液検査データの見方．富山県肝炎治療コーディネーター養成研修会；2015 Jul 2；富山． 
16)  峯村正実．肝がん治療の進歩．肝がん撲滅フォーラム 2015（市民公開講座）；2015 Jul 4；富山．  
17)  峯村正実．ウイルス肝炎の最新治療．富山県射水市医師会学術講演会；2015 Jul 23；射水． 
18)  峯村正実．C 型肝炎治療の進歩．富山県薬剤師会研修会；2015 Dec 10；富山． 
19)  細川 歩．抗がん剤の有害事象に対する漢方薬の役割．第 5 回富山県漢方調剤フォーラム；2015 Jan 25；富山． 
20)  細川 歩．大腸癌治療における 3 次治療以降の治療選択．大鵬薬品工業（株）社内勉強会；2015 Feb 24；金沢． 
21)  細川 歩．大腸癌肝転移に対する化学療法の形態学的評価．2015 年開催大腸癌治療ガイドライン講座；2015 May 22；
富山． 
22)  細川 歩．大腸癌化学療法の効果判定．武田薬品外部講師招聘勉強会；2015 Jun 18；富山． 
23)  細川 歩，吉田啓紀，小川浩平．切除不能進行・再発大腸癌における TAS-102 の治療成績．大腸癌 Experts meeting in 
Hokuriku；2015 Jun 26；金沢． 
24)  細川 歩．富山大学附属病院の胃癌に対する取り組み．中外製薬（株）臨床開発本部胃癌勉強会；2015 Sep 18；東
京． 
25)  細川 歩．ファーストラインを Bevacizumab とした時の治療戦略．第 27 回北信癌化学療法講演会；2015 Oct 16；長
野． 
26)  田尻和人．当科における進行肝細胞癌に対するソラフェニブ治療．バイエル社内勉強会；2015 Jun 30；富山． 
27)  田尻和人．肝細胞癌の再発抑制について．味の素製薬社内勉強会；2015 Aug 25；富山． 
28)  田尻和人．当科における肝癌治療．大日本住友製薬社内勉強会；2015 Sep 25；富山． 
29)  田尻和人．最近の肝細胞癌診療について．魚津市医師会講演会；2015 Oct 22；魚津． 
30)  安藤孝将．神経障害性疼痛に関する鎮痛方法について．塩野義製薬社内勉強会；2015 Mar 5；富山． 
31)  安藤孝将．胃がん診療の基礎と応用．アストラゼネカ社内勉強会；2015 Aug 5；富山． 
32)  梶浦新也．がん関連倦怠感に対する支持療法の臨床的研究．第 1 回北陸緩和医療 EBM 懇話会；2015 Oct 23；富山． 
33)  梶浦新也．当院における院内緩和ケアポケットマニュアルの整備．富山がん性疼痛フォーラム；2015 Nov 11；富山．  
34)  梶浦新也．がん性疼痛患者における ROO 製剤の使用経験．富山がん性疼痛治療研究会；2015 Dec 4；富山． 
35)  南條宗八．当院での炎症性腸疾患治療．田辺三菱製薬社内勉強会；2015 Dec 15；富山． 
36)  南條宗八．症例提示．IBD Infliximab Meeting（田辺三菱製薬主催）；2015 Oct 1；富山． 
 
− 94 −
